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念講堂で実施する。本年度は 6月 17 日（金）に別紙
プログラムのように行った。中学は課題曲と自由曲

































１非常に高い ２高い ３ふつう ４低い ５非常
に低い 
（音楽祭生徒アンケートより、高３除く、2015年6月実施）
  ４ 
          １ 
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・「自由曲選曲の締切が早すぎる」との意見あり。（中 1 は GW 明








































































































  →音実生徒の集計作業の短縮につながった。 


































１ 自由曲の選曲はスムーズに行われましたか。平均 2.8 （昨年 3.1、一昨年 2.8） 
  順調（２名） ほぼ順調（６名） やや難航（３名） 難航（１名） 
・指揮、ピアノの選出はもっと難航しました。 
２ 自由曲選曲の締切はどうでしたか。平均 2.6 （昨年 3.0、一昨年 2.8） 
第 64 回音楽祭 来場者数 
A 組 B 組 C 組 学年計
中学１年 66 53 59 178
中学２年 54 49 64 167
中学３年 58 50 58 166 中学計 511 
１組 ２組 ３組 ４組 学年計
高校１年 48 52 44 54 198
高校２年 46 50 52 46 194






2015 年 第 63 回 1124 
     2014 年 第 62 回 1077 
     2013 年 第 61 回 1065 
     2012 年 第 60 回 1128 
     2011 年 第 59 回 1082 
－ 115 －
   遅い（０名） 適当（８名） やや早い（３名） 早い（１名） 
・「新しいクラスになって、T1、T2、Br、Bs などの分布や声量などの把握ができないうちに選曲しなければならない…」と高３が言
っていた。 
３ 指揮者・パートリーダーはリーダーシップを発揮できていましたか。平均 3.4 （昨年 3.3、一昨年 2.8） 
  発揮できた（８名） ほぼ（１名） あまり（３名） 発揮できず（０名） 
４ 早朝練習・放課後練習の集まりはいかがでしたか。平均 3.8 （昨年 2.5、一昨年 2.3） 
  ９割以上（２名） ７割以上（８名） 半数程度（２名） 半数未満（０名） 
・音楽室や旧中図だと 9 割だが、普段は半数程度だった。 ・直前の２週間は９割以上だった。 
５ 音楽室・旧中図の割り当てについて 平均 3.2 （昨年 3.5、一昨年 3.3） 











６ 音楽室・旧中図の使用状況について 平均 3.4 （昨年 3.3、一昨年 3.1） 
















７ 音実・文化行事係の準備について 平均 3.3 （昨年 3.1、一昨年 3.3） 












































２ 生徒の会場への行き帰りの経路や態度について 平均 3.6 （昨年 2.9、一昨年 3.2） 














 ３ 生徒の会場内での様子や鑑賞態度について 平均 2.7 （昨年 3.0、一昨年 2.5） 






















４ 音実生徒・文化行事係の動きについて ※音響･照明は視聴覚委員 平均 3.4 （昨年 3.6、一昨年 3.4） 














５ ご自身の係分担について 平均 3.2 （昨年 3.6、一昨年 3.3） 


































６ 駒場会保護者お手伝い係について 平均 3.6 （昨年 3.3） 
  問題ない（１０名） ほぼ問題ない（５名） やや問題（１名） 大いに問題あり（０名） 
・時間になっても来ず困った。 ・熱心にやっていただいているようでした。 
・受付は大変助かりました。 ・指揮者の母が特等席で息子の指揮を見て感激していました。 
７ 生徒の昼食について 平均 2.7 （昨年 2.3） 








































































































































  1 日目 
  グラウンド 
体育館 テニスコート 
  南側 北側 
団体 
ミニ ミニ+ハンド ハンド 
サッカー
バスケ バスケ バレー バレー 
道路側 中央 武道館側 武道館側 校舎側 グラウンド側 マンション側 
08:30-08:55 開会式     
09:00-09:05 準備体操     
09:10-09:40 大縄     
09:51-10:23 
中１A 中２A 高２ 高１ 中３ 高３ 中３ 高３ 
A－B B－C １－４ １－２ A－C ２－３ A－B ３－４ 
10:29-11:01 
中１B H 中３ 高３ 高２ 中２ 高１ 中２ 高１ 
A－C B－C １－４ ２－４ A－B ２－３ A－C １－３ 
11:07-11:39 
中２B H 高１ 高１ 高３ 中１ 高２ 中１ 高２ 
A－B １－３ ２－４ １－３ A－C １－４ B－C ２－３ 
11:45-12:17 
中１A 中２A 高２ 高１ 中３ 高３ 中３ 高３ 
B－C A－C ２－３ ３－４ A－B １－４ B－C １－２ 
12:23-12:55 
中１B H 中３ 高３ 高２ 中２ 高１ 中２ 高１ 
A－B A－C ２－３ １－３ B－C １－４ A－B ２－４ 
13:01-13:33 中３ A－C 
高３ 中１ 高２ 中１ 高２ 
２－４ B－C ２－３ A－C １－４ 
個人 グラウンド 土俵 武道館 卓球場 体育館 テニスコート










14:45-15:25 クラ中      
15:25-15:45 色 R      
15:45-16:30 綱引き      
 2 日目 
 グラウンド 
体育館 テニスコート 
 南側 北側 
団体 
ミニ ミニ+ハンド ハンド 
サッカー
バスケ バスケ バレー バレー 
道路側 中央 武道館側 武道館側 校舎側 グラウンド側 マンション側 
08:30-08:40 中間式     
08:40-09:10 応援合戦     




高２ 中３ 高１ 高３ 高１ 高３ 
A－C B－C 三決 A－B 三決 三決 三決 三決 
10:13-10:45 
中２A H 高１ 高３ 高３ 中３ 高２ 中３ 中１ 
A－B 三決 三決 三決 B－C 三決 A－C A－B 
10:51-11:23 
中１B H 中３ 高２ 高２ 中２ 高１ 中２ 高１ 
B－C A－B 決勝 三決 A－C 決勝 B－C 決勝 
11:29-12:01 
中２B H 高１ 高３ 中３ 中１ バレー ドッジ 高２ 
A－C 決勝 決勝 B－C A－B 準備 準備 三決 
12:07-12:39 高１ 三決 
高２ 高３ V 高３ 
中学 
ドッジボール 
決勝 決勝 決勝 
12:45-13:17 高１ 決勝 
高３ 高２ V 高２ 
決勝 決勝 決勝 













14:15-14:50 色駅伝      
14:55-15:45 棒引き      


















全体では 80%以上が「深まった」と答えたものの、高 2 が他学年より低い値であることは不安な点である。 
  
－ 120 －
 C. 学年を超えて色で団結できましたか？ 
 
全体では 80%以上が「団結できた」と答えたものの、高 2 が他学年より明らかに低い値である。 
 

















 １１．今年の体育祭は全体的に見て、①かなり満足 ②満足 ③不満 ④かなり不満 
 










































なかったようです。（中 1 担任） 
練習の状況は概ね例年通りでした。大繩とびは、苦手な
生徒にとっては公開処刑の場にもなり得ますので、扱い



















































































































































1500ｍ走ると勘違いしていました。) できれば、中学 1 年生
だけでも、各競技の簡単な内容紹介（のちに出る「プログラ
ム＆ルール」とは別に）を、記入用紙と一緒に渡してあげるこ























































































































































参加団体は申込制であるが、中 1 から高 2 までは
学級単位で全クラスが参加する。近年は中 1 と中 2
















第 65 回文化祭実行委員会 
文化祭教室割 
2016/07/19(火) 
中学 1-AHR 431 教室 
中学 1-BHR 432 教室 
中学 1-CHR 433 教室 
中学 2-AHR 421 教室 
中学 2-BHR 422 教室 
中学 2-CHR 423 教室 
中学 3-AHR 411 教室 
中学 3-BHR 412 教室 
中学 3-CHR 413 教室 
高校 1-1HR 213 教室 
高校 1-2HR 212 教室 
高校 1-3HR 化学講義室 
高校 1-4HR 214 教室 
高校 2-1HR 232 教室 
高校 2-2HR 222 教室 
高校 2-3HR 223 教室 
高校 2-4HR 224 教室 
高 3 縁日班 ピロティ中庭 ・211 教室 
高 3 喫茶班 50 周年記念会館 調理実習室・金工室 
高 3 コント班 オープンスペース 
高 3 演劇班 オープンスペース 
高 3 食品班 朝日の広場・中庭 調理実習室・金工室 
高 3 ステージ班 保体講義室・中庭 
中夜祭実行委員会 保体講義室・中庭 
中高将棋部 231 教室 
中高駒場棋院 221 教室 
中学演劇部 234 教室 高校演劇部 



















66 期バンド 音楽室 
中高音楽部 体育館・陶芸室 












2016 年度文化祭実施状況と課題    （生徒部文化行事係） 
はじめに ― 近年の文化祭に関するデータ 




11/2金3祝4日 11/2土3日4祝 11/1土2日3祝 11/1日2月3祝 
10/28金29土30
日 
来場者数 14,750 12,996 14,234 16,307 16,035 13,129 
ゴミ処理 72㎥ 39万円 44㎥ 24万円 58㎥ 31万円 52㎥ 35万円 40㎥ 27万円 40㎥ 26万円 
 
 ⇒次の２点について検討したい ⑴ 今年度の高３特別班での改善点・問題点 




































































































































































































































































































































































































































７  近年の文実の取り組みについて 
例：筑駒メッセ、展示団体パネルの白ダンボール、門柱装
飾・校門アート、飲食物持込み通路増設、50周年前の一方

















































































































































































































１ 65 期高 3 の特別班の顧問と人数構成 
  杉村：食品(35)   八宮：コント(28)・演劇(7）・会計 
  山本：喫茶(19)   吉田：縁日(42）・ステージ（30） 
２ 特別班別予算（詳しくは別紙参照） 
３ 模擬文化祭：２回（5 月 18 日(水)、19(木)、*20(金)反省会）、
10 月 1 日(土)、2 日(日)） 


















のシミュレーションをしながら、最終的に 5枚 500 円に決定をし








































































 2015年12月期末最終日 生徒引継ぎ：64期食品班班長・衛生係 ➡ 65期食品班班長・デコ責・衛生係・顧問 
－ 135 －
  2016年4月5日 文化祭・高3特別班・衛生関係の教員引継ぎ  









②試作会                                   試作会時程の例：9/25 のもの 
〈調理して班内で食べる、または高３他班生徒に販売〉する活動を「試作会」
と呼んでいました。模擬文化祭も「試作会」と数えると、4/23 から 10/26 まで

















月 火 水 木 金 土 日 
4/11 4/12 4/13 4/14 4/15 4/16 4/17




4/18 4/19 4/20 4/21 4/22 4/23〇 4/24




4/25 4/26 4/27 4/28 4/29 4/30 5/1
       
5/2 5/3 5/4 5/5 5/6 5/7〇 5/8








    






   
8/29 8/30 8/31 9/1 9/2 9/3〇 9/4
夏休みは活動無し     
月 火 水 木 金 土 日 
9/5 9/6 9/7 9/8 9/9 9/10〇 9/11 
      試作会
9/12 9/13 9/14 9/15 9/16 9/17 9/18 
      試作会




   試作会
9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 10/1 10/2 
  体育祭  体育祭 模擬文③ 片づけ
10/3 10/4 10/5 10/6 10/7 10/8 10/9 
     テント洗浄２日間
10/10 10/11 10/12 10/13 10/14 10/15〇 10/16
試作会   
保 
本提出 
 試作会  




















2 日目 3 日目











































































⑤文化祭 3 日間について 
右記は予定。 
当日は早めに作業でき、２１時に全体解散できました。               
・休憩について 












焼きそば 朝日ドリンク カレー スープ タコス クレープ ポップコーン 綿あめ 中庭ドリンク 合計
1日目 671 110 602 585 664 693 196 377 117 4015
2日目 1343 495 942 759 1012 958 724 751 613 7597






























































しろに 1 万円、ガス会社に 2万円など、すべて校内で現金支払で
した。模擬文化祭では 15 万円くらい使います。会計生徒が多額
の現金を所持することに不安を覚えたため、相談の結果、顧問が
小口として現金を預かり、立替の返金や諸処の支払の際に渡して
いました。振り込みの支払は会計生徒が口座から直接行いました。
その結果、全支出と残高をリアルタイムで把握している人がいな
くなり、直前期は困りました。また、文化祭本番は何十万単位で
の現金支払が何回もありました。問い合わせてみましたが、どの
業者も振り込み等は不可で現金支払のみでした。みやしろは後日
払にしてくださいます。今年は、ハナマサにお願いして本番 3日
分を事前払いにしていただきましたが、野菜の値段は仕入れ額に
よって毎日変動するそうで、先方としては配達時に毎回現金払い
の方が良さそうでした。ドリンクを仕入れたアサヒ飲料も配達時
に現金支払でした。いま思うに、銀行口座のネットバンキングな
どをうまく使い、こまめな残高の確認や振り込みのキャッシュレ
スなど工夫できることがあったかと思います。 
もうひとつ、教員の指導の仕方についてです。引継ぎの段階で、
「包丁・火の使用とテントを扱うときは顧問の立ち会いを原則と
する」と伺い、そのようにしました。すると、顧問が準備室で仕
事をする時間が大幅に無くなります。6号館の立ち会いを担任団
に依頼しようとしても、難しかったです。火～金曜日は誰かの研
修日にあたり出校していないこと・ステージ班台上練習時はステ
ージ顧問が立ち会う、チケット作成作業は会計担当教員が立ち会
う、喫茶班の調理・テント作業時は顧問が立ち会う、ということ
を考えますと、6 号館立ち会いを依頼できる担任団の先生はいま
せんでした。2学期は、国立大学推薦入試の書類作りや本校入試
問題作成（国語科）など生徒に見せられない仕事も増えますので
大変でした。6号館立ち会いの仕事は、食品班顧問でなくても務
まります。活動は生徒主体で進めますし、「火のそばに木べらを
置くな」というような常識的な指導をするだけです。というより、
顧問もそのくらいしかできません。今年の顧問はエプロンと三角
巾とマスクをして調理室内に座って見ているのが基本の仕事で
した。そこで、改善案として、ときどきは生徒部の先生などに立
ち会いをお願いする。または、文実副顧問のように前任者を副顧
問にしてサポートしたらどうかと考えますが、いかがでしょうか。 
 
高３ステージ班・縁日班 
・様々な方たちに支えられて高３の活動が成り立っているのだと、
しみじみ感じました。「感謝しています」しか言えませんが・・・
感謝です。 
・中学棟（アトラク倉庫）、週番室（製作物の収納）、機械室倉
庫（ピロティ照明・脚立）、高校棟（ガラクタ倉庫）、文実倉庫
（ステージ倉庫）、シャッター倉庫（食品班・喫茶班・ステージ
班で共用）、ボイラー室（ステージ班・縁日班）、会計倉庫（化
学講義室階段下倉庫）、スタジオ、３号館屋上（垂れ幕作業） 
計10ヶ所のカギの管理だけでも疲れました。 
・例年、垂れ幕を固定するために配管を使用しての固定をやむな
－ 138 －
 く許可していたと思いますが、管理職・鈴木生徒部長・事務室へ
お願いをして３号館壁面にボルトを５ヶ所打っていただきまし
た。床面上２mに設置していただいた３ヶ所は大変便利でした。
上部２ヶ所は若干結索の方法を考えないと辛いかもしれません
（例：登攀用具のクイックドローの利用など）。 
・全日準備と片付けの日は、ピロティと中庭には複数の団体（文
実、演劇・コント、縁日など）が入り乱れています。釘やコース
スレッドを回収するためのツール（磁石）を使用していますが、
なかなか回収しきれません。あの釘回収ツールも文実の貸出し器
材に入れていただきたい。 
・ステージ班は、文実と中夜祭実行委員会に助けられて事故を未
然に防げていると実感しました。 
・中夜祭での照明トラブル（ブレーカー落ち）に対する内田君（高
２文実）達の対応は素晴らしかった。 
・喫茶班と食品班の緊急車両対応を確認していませんでしたが、
文実や高３特別班がどのように考えていたのか知りたい。 
 
●ステージ班について 
・班長（里正）･デコ責（伊藤大晟･魚住）･会計（杉山）を中心
に指導する形式で、この3名が思っていたよりもしっかりしてい
たので指導に手を焼いた印象はない。班員は運動部経験者が多い
ためか、集団行動はとりやすい。 
・夏休み前までの練習は、ほとんど練習のための練習。本気モー
ドは9月になってから。 
・全ての台本はDropbox上で確認できるようにした。が、ギリギ
リまで台本は仕上がらなかったので台本印刷などが大変だった。 
・怪我や外部との問題もあったが、想定の範囲内。 
・他学年の生徒が参加してくれることで成立する企画があるが、
配慮が足りない部分があった。気をつけて指導をしたつもりでは
あったが、特別残留期間中に中3生を18：30過ぎまで残らせてし
まったり、出演時間の関係で1年4組にはご迷惑をかけてしまった。 
・垂れ幕の進捗が遅すぎたため、前日まで一切の練習・強度の確
認などが出来ず困った。 
・合田先生･三井田先生には色々と教えて頂いて助けられた。 
・模擬文化祭や練習の時に、64期を中心にO.B.が何人も来てくれ
てアドバイスをしてくれたのが良かった。 
・武道館裏を利用することがあるが、状況確認をしておかないと
ひどい時がある。 
・ミス駒の化粧指導には学年の保護者だけで行う予定が、63期の
保護者まで参加していたのは正直迷惑だった（生徒からの連絡不
足が原因）。 
・ミスター･ミス駒の時には、お客様の安全確保などで文実･中夜
に大変お世話になった。 
・台本の印刷方法について小佐野先生には大変お世話になった。 
・体育祭（の応援団）で披露できなかったネタを、「ステージ班
です」と名乗って、ちっとも面白くないモノを時間のない月曜日
の集会で披露して顰蹙を買った。 
・校長先生と阪田先生、ゴードン先生に（師弟対決に）ご参加い
ただいたのはとても嬉しかった。特に、校長先生との対決はなか
なか出来ない企画なので感謝している。 
 
●縁日班について 
デコ責と部門長がどれだけ動けるかが重要。デコ責（矢萩・山崎）
がしっかりしていて助かった。各部門長に関してはリーダーシッ
プをとれる者ととれない者と様々だったが、部門員のフォロワー
シップは良かった。残念なのは、班長のリーダーシップを向上さ
せられなかった。 
・42名と多人数なためか、65期生の特性か分からないが、「班」
への帰属よりも「部門」への帰属意識の方が高く、放課後の準備
（工具の運びだしなど）や片付けも全員で行うという意識が低か
った。この指導は徹底できなかった。全体での集団行動はほとん
どない。 
・モノづくりの経験不足か電動工具の使用に不慣れなためか、数
名が手指を切った。小会議室のワセリンと絆創膏で応急処置を施
した。 
・ピロティは色々と目につくために 多数の先生方に色々とご指
導いただいていたと思う。 
・ガラクタ･古本の販売方法に関しては、宇田川先生にご指導い
ただいた。 
・法被を着るのには勇気がいる。班員としては顧問には着て欲し
かったらしい。 
・綿菓子とポップコーンの機械は、世田谷区船橋公文書庫から無
料で借りられて便利。電気代はかからず材料費も安価なので利益
率は高い。運搬方法がネック。 
・ガラクタ･古本部門は、返品･返金で文化祭終了後も なんだか
んだと大変。特に中学担任団にはご迷惑をお掛けした。 
・バズーカ（玉入れ）や音ゲーのように複数人数で同時に遊べる
アトラクは良かった。 
・音楽ゲーム（通称 音ゲー）はプログラム作成のためにコンス
ペを利用するが、高橋先生からご指摘を頂くまで利用簿があるこ
とを失念していた。 
・コンスペのプリンタ使用に関するレギュレーションの認識不足
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 で、カラー印刷を大量にしてしまって情報科には大変ご迷惑をお
掛けした。 
・班員にピーナッツアレルギーの生徒がいたために、景品のお菓
子の選定が微妙だった。 
・顧問に無断で、早朝5:30頃から登校していた馬鹿がいた。 ・
基本的にコミュニケーション能力不足。 
 
高３喫茶班 
・19人という人数は大きな制約となったが、非常に意欲的な生徒
が多く、過去の取り組みを継承するだけでなく改革しようとする
活力があった。 
・店名「VIA＝～を経て、中継して」のとおり、「デコとデコの
架け橋となる喫茶」（⇔並び時間で半日つぶれる喫茶）をコンセ
プトに、様々な取り組みをした。 
・次のような実績や新たな取り組みがあった。 
①待ち時間の大幅な短縮 
 …例年３時間待ちの行列ができる原因を分析し、「料理の
提供スピードがテーブル内で大きく違うため、特にグループ
客の滞在時間が長くなり、回転率が悪くなる」という部分の
改善をはかった。また、提供メニューも、本格レストラン風
ではなく、喫茶店風にしたため、１人あたりの食事時間も短
縮された。結果として最も混雑した３日目においても、列に
並び始めてから食事を終えて店を出るまで１時間以内とい
う回転率であった。 
②ウェイターの廃止・スタバ形式のオペレーション 
 …料理を全て受け取ってから着席してもらうシステムに
し、料理ウェイターを廃止した。ただし、待機列で注文を取
る係、着席の案内をする係、会計をする係などは１人１役を
あてた。このようなシステムを採ったのには人員不足という
背景もあるが、上述の「提供時間の均一化」というねらいも
あった。結果的に、回転率の大幅な向上に役立った。 
③テイクアウトの導入 
 …チーズトーストとドリンク数種をテイクアウトメニュ
ーとして用意した。テイクアウト列はイートイン列と完全に
別にし、会計や提供場所も分けた。店内でチーズトーストの
注文があまり入らなかったこともあり、限られた人数でまわ
すことはでき、売り上げにも貢献した。一方で、テイクアウ
ト商品を受け取った人がコントの列に紛れ込んだり、校内で
手にもって食べている生徒がいたり、と多少の混乱は生じた。
文実に大いに助けられ、全体としては３日間機能していたよ
うに思われる。 
④調理室の完全不使用 
 …例年喫茶班は調理室の一角で下調理を行ってから50周
年に運搬しているが、今年は全ての工程を50周年内で完結さ
せた。理由は人員不足である。テント下では鉄板と鍋、50周
年ギャラリーでは電子レンジと電気ポットを主な調理器具
とした。そのため、電力事情は例年以上に難しく、若葉会事
務局と調整しつつ、入念な下調べを行った（そもそも50周年
内の電源系統について確実な資料がなく、実際にレンジをつ
ないでみて、ブレーカーが落ちるポイントを試していった）。
また、シンク不足も問題となったが、調理工程上なんとか乗
り切れるメニューだったため、テント下１つ（器材洗浄用）
と50周年内ギャラリー１つ（手洗い用）のみで進めた。 
⑤「筑駒クッキー」の販売 
 …プリントクッキーを作る業者に依頼した。予想以上のた
いへんな売れ行きで、１人で20個、30個と買い上げる方もお
り、１時間とたたないうちに品切れとなった。文化祭におけ
る「筑駒グッズ」の需要はたいへんなものであると感じる。
喫茶以外の場面でも収益の確保に活かせないか？ 
⑥待機列ソファ前で他班のCM放映 
 …「VIA」のコンセプトの下、各班が提供した30秒CMを白
の壁紙に投影し、宣伝を担った。 
・文化祭期間中に、若葉会が50周年内若葉会室で会報委員会を開
く予定であった。喫茶班としては、衛生管理上、50周年内への立
ち入りは避けてもらいたいところ。しかし、以前は喫茶班が活動
している傍らで会合をしていたこともあるらしく、若葉会関係者
が50周年に入るルートは確保していた様子。今年については、若
葉会事務局にお願いをし、大会議室を代替会場としてもらった。
また、現在の衛生条件について説明をし、次年度以降にも配慮し
ていただくよう要請した。ただ、会報委員会以外にも若葉会事務
局での集まりはしばしばあるようで、そのつど調整が必要である。 
・注文の伝達にはgoogle keepを利用し、複数のデバイスで同期
するシステムを採った。この運用にはwifiの安定が必須であり、
ルーターを２つレンタルして不調時に備えたが、本番では２台と
も不調という事態が起こった。注文伝達をLINEに切り替えて乗り
切ったが、やはりwifi依存はリスクが大きい。 
・初めて試作会をしたのが4/29、以後は5/18-19（模擬文①）、7
/15、9/11、9/18、9/22、10/1-2（模擬文②）、10/8、10/16、10
/22と続き、特残期間に入ってからは放課後の時間にメニューを
限定して数回の試作を行った。総じて、喫茶班の場合、メニュー
の自由度が高い分、メニュー確定に時間がかかる。その後レシピ
を詰めていって、調理技術の熟達へと向かう。そのため、食品班
に比べると、試作の回数自体は少なく、メニュー構想の会合の割
合が高い。 
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 ・食品班と同じく、家庭科の歌津先生にたびたび試作会での指導
をしていただいた（全6回）。来ていただく回数や勤務の扱いな
どは学年会計の中で管理し、「総合学習の時間」経費と預り金か
ら支出した。 
・機材の煮沸消毒には２～３時間ほどかかるため、試作会当日に
やっていると時間が足りなくなる。試作会前日の放課後に煮沸消
毒まではやっておくことがほとんどだった。 
・当日３日間は、休憩時間を設ける余裕はなく、班員・顧問は全
員７～８時間連続で作業に従事した。衛生担当の生徒がチーズト
ースト調理キャップを同時に担っているなど、無理のある分担に
なっていたことは否めない。 
 
高３演劇班・コント班 
・コント班、2年の最後から数えると、試演会は計7回行った。 
・模擬文化祭で、舞台を設置、第2回模擬文化祭で客席も設置で
行う予定であったが、雨天で断念し、10月15，16の週末に客席も
設置して行った。最終的な演目決定はこの時期であった。 
・初期には人間関係のトラブルが多少あった。コンビを組む相手
の問題、ネタをだれに担当させるかなど。 
・今回は金曜・土曜、来場者が例年より少なかったが、コント班
は初日の午前中以外はほぼ満員であった(客席数は176席。これに
本校生徒用のゴザ席)。最終日のファイナル公演は300人近くの入
場が予想され、事前に両端の観客席を解体してご座席にしたり、
立ち見の部分を増やしたりして対応した。インカムによって、入
り口付近、外部の整列場、本校生徒の整列場などと常に連絡を取
りながら、入場を調整していた。顧問も地震などに備えて、イン
カムの着用をしていた。 
・演劇班は、通常の練習は池ノ上の無料施設で行っていた。人数
が少なかったが、コント班のコラボによって、より深い演劇をす
ることができた。 
・ただし、コント公演3種類、演劇、コラボ演劇と行うと、ほぼ
公演の休みがなくなり、ヘルプが入ると一杯一杯であった。顧問
として、必ず会場入り口に立つようにしたが、食事は準備室が近
かったので駆け込んで、おむすびを食べるという生活であった。 
※コント班員 文化祭当日シフト例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チケット作成・会計 
・9月の末にチケット印刷用の用紙を注文。監査などの経験をし
た生徒が縁日・がらくた・食品班の会計をしており、元監査委員
長も縁日班にいて、彼らのプロ意識は高かった。チケットの印刷
データが10月初めに完成。以前は、チケットを印刷してからナン
バリングを手作業で行っていたが、昨年度からナンバリングをま
ず用紙に印刷（PCで打ち出し）、その後チケットの印刷を印刷室
で行うという方式をとっている。PCでの打ち出しで、顧問は2日
間ほどかかった。ナンバーとチケットの印刷がきれいにスペース
に収まるように生徒がデザインしたので、問題は発生しなかった。 
・10月の初めから10日くらい、放課後はチケット制作にあたった。
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 この間、金券であるため顧問は常に教育相談室か印刷室に詰めて
いた。食品班、喫茶班、ステージ班の顧問は基本的に、試作会や
練習の際、その場にいないといけないので、チケット作成は演
劇・コント班顧問が必然的にすることになる。顧問の分担は、こ
れ以外にもあるかもしれないが、衛生面などの監督を考えると、
演劇・コントの顧問がチケット作成・会計監査担当を兼ねる、と
いうスタイルが一番妥当だと思われる。 
・今回は事前販売という試みをした。10月17日(月)のHRで希望調
査、24日(月)にチケット配布、としたが各学年でHRにすべきこと
もあり、他学年の担任団の好意に甘えての販売であった。事前に
販売するとコピーや偽造する時間もあるので、万一のために配布
したチケット番号はすべて控えておいた。この販売の是非につい
ては、他学年のご意見を伺いたい。 
・会計は釣銭も用意するが、今回日ごとの釣銭も計算し、小銭の
種類の数も決めて、あらかじめ銀行に連絡しておいたため、釣銭
準備はスムーズであった。日ごとの釣銭もはっきりしているため、
監査の際、チケット売上げと釣銭を除く純売上も即座に計算で来
た。これは継続したほうが会計的に楽である。 
 
 
３．終わりに 
以前に比べ生徒個々の能力はいろいろな点で高ま
っているが、コミュニケーションをうまくとること
ができない者が増えていて、SNS などでのトラブル
も急増している。少子化など社会の変化によって過
保護や無干渉が増加しており、年齢相応の適切な親
子関係を構築できない場合も多い。また近隣へも今
まで以上に気を遣う必要があるなど、学校行事を有
意義に実施するための障害は増えてきた。 
 
 
しかし多くの生徒たちはこれらの活動から得るも
のを大切に思い、最大限の努力を費す。生徒主体の
取り組みはロスが多く、時間もかかるが、生徒は様々
な経験を通して生きる力を身につける。SSH などの
新たな活動を含め、オーバーワークにならないよう
な枠組み作るとともに、一つ一つの問題を生徒自身
が解決できるよう丁寧にアドバイスしていく必要が
ある。 
 
（取り纏め文責 生徒部 鈴木清夫）
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